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１ 平成２１年度産業経済局予算要求総括表 

 

【一般会計】 
 
 平成２１年度要求総額    ６９，８１２，４５６千円 

（平成２０年度予算額     ６９，４４８，７０７千円） 

 前年度比  ＋ ０．５％ 

 

《主な事業》                   （単位：千円） 

 

事業名 

 

平成２１年度 

予算要求額 

Ａ 

平成２０年度 

予算額 

Ｂ 

 

増 減 

Ａ－Ｂ 
 
学術研究拠点推進事業 

 
公立大学法人北九州市立
大学運営事業 
 
カーエレクトロニクス拠点
化整備推進事業 
 
国際物流特区企業集積特
別助成金 

中小企業融資 

 
建設業総合対策事業 

 
国際競争力強化事業 

 
新規黒崎地区中心市街地
にぎわい再生事業 
 
新規生活関連産業支援育
成事業 
 
新規放置竹林等整備緊急
対策事業 
 
新規有害野生鳥獣(サル
等)捕獲等対策事業 
 
新規農村活性化支援事業 
 
フィッシャリーナ整備事
業 
 
東アジアゲートウェイ国
際観光プロモーション推
進事業 
 

 
568,284

 
2,604,190

 
 

126,000

3,261,273
 

47,530,000

 
52,509

 
31,778

 
17,673

13,681
 
 

31,160
 
 

5,974
 
 

54,000
 

222,000
 
 

44,030
 
 
 

 
644,125 

 
2,437,829 

 
 

140,000 

 

5,000,000 
 

44,590,000 

 
12,000 

 
27,024 

 
０ 

 

０ 
 
 

０ 
 
 

０ 
 
 

０ 
 

112,800 
 
 

34,600 
 
 
 

▲75,841

166,361
 
 

▲14,000

▲1,738,727
 

2,940,000

 
40,509

 
4,754

 
17,673

13,681
 
 

31,160
 
 

5,974
 
 

54,000
 

109,200
 
 

9,430
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事業名 

平成２１年度 

予算要求額 

Ａ 

平成２０年度 

予算額 

Ｂ 

増 減 

Ａ－Ｂ 

 
門司港レトロ観光列車推
進事業 
 
旧ＪＲ九州本社ビル保存
活用事業 
 
 (仮称)カニ・カキロード
設定事業 
 
北九州産業技術保存継承
センター管理運営事業 

 
90,420

 
 

31,566

11,135
  
 

251,767

 

 
280,000 

 
 

9,000 
 
 

7,300 

 

252,426 

 
▲189,580

 
 

22,566

3,835

▲659

 

 

 

【中央卸売市場特別会計】 
 
平成２１年度要求総額     １，０６４，６５５千円 

（平成２０年度予算額        ９１４，８００千円） 

 前年度比  ＋ １６．４％ 

 

《主な事業》                   （単位：千円） 

 

事業名 

 

平成２１年度 

予算要求額 

Ａ 

平成２０年度 

予算額 

Ｂ 

 

増 減 

Ａ－Ｂ 

 

市場施設大規模緊急改良 280,947

 

 

115,000 

 

165,947
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【渡船特別会計】 
 
平成２１年度要求総額     ４３５，４９２千円 

（平成２０年度予算額      ３６７，２００千円） 

 前年度比  ＋ １８．６％ 

 

《主な事業》                   （単位：千円） 

 

事業名 

 

平成２１年度 

予算要求額 

Ａ 

平成２０年度 

予算額 

Ｂ 

 

増 減 

Ａ－Ｂ 

 

新規若戸航路新船建造事

業 

55,000

 

 

0 

 

55,000

 

 

 

 

【国民宿舎特別会計】 
 
平成２１年度要求総額     １０，１０８千円 

（平成２０年度予算額      １３，１００千円） 

 前年度比  ▲ ２２．８％ 

 

 

 

【競輪、競艇特別会計】 
 
平成２１年度要求総額    １１０，３２０，０００千円 

（平成２０年度予算額     １１９，５６０，０００千円） 

 前年度比  ▲ ７．７％ 

 

《主な事業》                   （単位：千円） 

 

事業名 

 

平成２１年度 

予算要求額 

Ａ 

平成２０年度 

予算額 

Ｂ 

 

増 減 

Ａ－Ｂ 

 

競輪事業 

 

競艇事業 

29,473,112

 

80,846,888

 

 

32,242,652 

 

87,317,348 

 

▲2,769,540

 

▲6,470,460
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【産業用地整備特別会計】 
 
平成２１年度要求総額     ３，０２５，６７４千円 

（平成２０年度予算額      ３，１４８，８００千円） 

 前年度比  ▲ ３．９％ 

 

《主な事業》                   （単位：千円） 

 

事業名 

 

平成２１年度 

予算要求額 

Ａ 

平成２０年度 

予算額 

Ｂ 

 

増 減 

Ａ－Ｂ 

 

(仮称)北九州空港移転跡

地産業団地整備事業 
 
 
北九州臨空産業団地 

整備事業 

1,491,279

387,332

 

 

1,550,000 

 
 
 

454,144 

 

▲58,721

▲66,812

 

 

 

 

【漁業集落排水特別会計】 
 
平成２１年度要求総額     ３１，１８４千円 

（平成２０年度予算額      ２９，６００千円） 

 前年度比  ＋ ５．４％ 
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２ 平成２１年度産業経済局経営方針 
 
アジアの中核的な産業都市としての持続的な発展・成長を目指して 
 
「新たな技術と豊かな生活を創り出すアジアの先端産業都市」を実現していくた

め、産業を支える知的基盤の充実や産業人材の育成、新たな成長産業の創出、企業

誘致、地域事業者への支援などに取り組み、今後５年間に「１万人の新たな雇用創

出」を図るとともに、「市民所得の向上」を目指す。 

 また、引き続き急激な経済環境の変化が市民生活や市内企業に与える影響を把握

し、経済の安定と市民生活を守るため、緊急経済対策を適時的確に展開する。 

 

(１) 付加価値の高い製品･サービスを創り出すものづくり産業を振興する 
 

・ 北九州学術研究都市を中心とする知的基盤を充実・強化し、先端科学技術に

関する教育研究を推進するとともに、地域における産業の高度化を図る。 

・ ｢環境｣、｢ロボット｣、｢半導体｣など次世代産業の創出・育成を図るとともに、

カーエレクトロニクスに関する教育・研究開発の拠点形成を図る。 

・ 地域企業への大きな波及効果が見込める「半導体｣、｢情報通信｣、「物流」な

どの重点誘致産業の集積を図り、国際競争力のある産業群を形成する。 

・ 地場企業の事業拡大や新分野進出、販路拡大、国際ビジネスの展開などに対

する支援を行い、活力ある地域産業の振興に取り組む。 

・ 原油・原材料の高騰等に起因する事業資金のニーズに応じた融資制度を充実

させ、地域産業の大部分を占める中小企業の経営安定化を支援する。 

 

(２) 豊かな生活とにぎわいを生み出す商業・サービス産業を振興する 
 

・ 中心市街地の商業の活性化や地域商店街の振興を図る。 

・ 生活者の多様なニーズに応えるサービス産業の振興を図る。 

・ 交流人口の増加につながる観光・集客産業を振興し、地域資源を活用した都

市ブランドをつくる。 

・ 農産物の地産地消、水産物のブランド化を推進するとともに、農商工連携を

進め、地域資源の活用と環境の保全を図る循環型ビジネスをつくる。 

 

(３) 多様なニーズに対応した人材育成と就業支援を推進する 

・ 若者ワークプラザ北九州や高年齢者就業支援センターなどを通じて、仕事を

求める市民に対するきめ細かな就業支援を行う。 

・ 企業ニーズに対応した人材育成や地場企業の人材確保への支援を行い、若者

が地元で就職できる環境づくりを進める。 

・ 女性が活躍する産業都市づくりを推進する。 
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３ 重点的に取組みを行う主なもの 

（単位：千円） 

 

Ⅰ 付加価値の高い製品・サービスを創り出すものづくり産業を振興する 

  

（１）産業を支える知的基盤の充実と成長産業の育成 
 

○Ⅰ－2 学術研究拠点推進事業                    568,284 

北九州学術研究都市の拠点機能を高めるため、（財）北九州産業学術推進機構が

行う大学間連携事業のほか、産学連携、半導体技術拠点形成、技術移転及び中小企

業支援事業等の実施に対する支援を行うことにより、地域における産業の高度化と

新産業の充実を図る。 

 

○Ⅰ－2 海外連携プロジェクト助成事業                50,900 

学術研究都市に海外の優秀な頭脳を集積し、高度な研究開発を行うため、アジア

をはじめとした海外大学等との共同研究や、学術研究都市に進出した海外大学・研

究機関と市内大学との共同研究プロジェクトについて支援を行う。 

 

○Ⅰ－2 公立大学法人北九州市立大学運営事業          2,604,190 

公立大学法人の業務運営の健全性を確保するとともに、大学の高度化・個性化を

図るため運営費交付金等を交付する。 

 

○Ⅳ－1 知的クラスター（第Ⅱ期）推進事業             40,324 

第Ⅰ期の知的クラスター創成事業における成果を発展的に継承しつつ、自動車や

ロボット等の次世代産業に必要な技術の高度化等を図るため、引き続き、第Ⅱ期事

業を活用して、北九州地域の知的基盤の充実とイノベーションの仕組み作りを推進

する。 

 

○Ⅳ－1 半導体産業振興事業                  128,652 

北九州市における半導体産業の総合的な振興を図るため、（財）北九州産業学術

推進機構の半導体技術センターを中核機関として、半導体設計・評価環境の提供、

実践的な人材育成、半導体アプリケーション技術の開発支援等を行う。 

 

○Ⅳ－1 環境・エネルギー産業振興事業               34,045 

低炭素社会実現に不可欠な太陽電池等のクリーンエネルギーや、本市の強みであ

るモノづくり基盤技術を活かした素形材加工分野、ナノテク分野の研究開発を支援

し産業化を図るため、企業間ネットワークの形成、産学連携による共同研究、事業

化を推進する。 

 

○Ⅳ－1 ロボット産業振興事業                  31,055 

北九州市におけるロボット産業の振興を図るため、「北九州ロボットフォーラム」

や「ロボット産業振興会議」を中心に、産学連携による研究開発の促進、市内で開

発されたロボットの事業化を目指した実証運用等を行う。 
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○Ⅳ－1 情報産業振興事業                   127,907 

「北九州 e-PORT 構想」の推進、メディアコンテンツ産業の振興、「IT オープン

ラボ」の運営等により、地域の情報産業の振興と集積促進、高度 IT 人材の育成な

どの施策を展開する。 

 

○Ⅳ－1 北九州ベンチャーイノベーションクラブ運営事業       8,250 

北九州市の新産業及び新規雇用の創出に向けて、官民によるベンチャー企業の支

援ネットワーク「北九州ベンチャーイノベーションクラブ（略称：ＫＶＩＣ）」を

管理・運営し、交流促進やビジネス推進に向けた各種協働事業を展開する中で、市

内産業のイノベーションを図る。 

 

○Ⅳ－1 ベンチャー総合支援事業                 27,990 

地域経済の活性化及び新規雇用の創出に寄与する有望なベンチャー企業の創

出・育成を図るため、インキュベーション・マネジャー等による創業期のきめ細か

な経営支援を継続実施するとともに、マーケティング調査やベンチャー企業育成補

助金などを実施し、インキュベーション機能を充実させる。 

 

○Ⅳ－1 カーエレクトロニクス拠点化整備推進事業        126,000 

北九州地区における自動車産業・半導体産業の集積による地域の潜在力を活かし、

FAIS に設置した「カー・エレクトロニクスセンター」を中核機関として、自動車

発展の鍵として注目されるカーエレクトロニクスの人材育成と研究開発の拠点形

成を図る。 

 

〇Ⅳ－1 自動車産業振興推進事業                  58,487 

設備投資や技術力向上・人材育成に係る助成、自動車部品企業とのマッチング支

援、技術指導マネージャーによる現場改善指導などにより、総合的に地場企業の参

入支援を図る。 

 

（２）戦略的な企業誘致による新たな成長産業の集積 
 

○新規・Ⅳ－1 環境・エネルギー分野のトップセールス戦略      12,040 

環境モデル都市認定など本市が有する環境ブランドを活用した｢環境・エネルギ

ー分野のトップセールス誘致戦略｣を展開することによって、環境配慮型製品製造

や再生可能エネルギー創出に係る企業を積極的に誘致し、北九州市の環境モデル都

市施策推進に貢献する。 

 

○Ⅳ－1 国際物流特区企業集積特別助成金           3,261,273 

   国際物流特区の認定を契機に創設したインセンティブにより、本市のさらなる企

業立地の促進と雇用の創出・拡大を図る。 

 

○Ⅳ－1 企業立地促進資金融資                5,638,000 

 低利な融資制度により、企業立地を促進し、本市経済の振興及び雇用の創出・拡

大を図る。 
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○Ⅳ－1（仮称）北九州空港移転跡地産業団地整備事業     1,491,279 

地域への波及効果の高い自動車関連産業などが集積する新産業拠点形成を進め

るとともに、雇用の増大を図るために産業団地の整備を図る。 

 
（３）ものづくりを支える地域企業の競争力強化 
 
○Ⅳ－2 ものづくり支援産業振興事業                 5,821 

ものづくり支援サービス産業を支援するため、企業向けセミナーなどを行う。ま

た、中小企業を対象としたデザイン勉強会や展示会の開催などによって、産業デザ

インを振興する。 

 

○Ⅳ－1 中小企業融資                    47,530,000 

中小企業の事業に必要な資金を融資し、経営基盤の安定・強化を支援するため、

所要の支援枠を確保する。また、省エネルギー設備を導入するために必要な資金を

融資する「（仮称）環境・エネルギー対策資金」を創設する。 

 

○Ⅳ－1 建設業総合対策事業                          52,509 

公共事業の減少等の影響を受け、厳しい経営環境にある建設業の経営革新や新分

野進出等の取り組みを総合的に支援する。 

 

○Ⅶ－2 国際競争力強化事業                   31,778 

ジェトロ北九州や（社）北九州貿易協会との連携を図りながら、地域企業による

東アジア地域、さらには、ベトナム・タイ・ロシアなどの新興国を対象とした部材

の最適地調達・委託生産・販路拡大・競争力ある商品開発などの国際ビジネス展開

を支援する。 

 

○Ⅶ－2 対内投資促進事業                    14,065 

   「ものづくり」をはじめ、本市が培ってきた地域特性を海外にアピールし、地域

産業の高度化に寄与する新しい技術やノウハウを有する国際競争力の高い外国企

業を誘致する。 

 

Ⅱ 豊かな生活とにぎわいを生み出す商業・サービス産業を振興する 

 
（１）地域の個性を生かした商業振興 
 
○新規・Ⅳ－2 黒崎地区中心市街地賑わい再生事業         17,673 

商店街内の空き店舗を活用した「集客・回遊の拠点」と「若い起業家の育成拠点」

の整備・運営に取組む商工会議所に助成し、黒崎地区中心市街地の賑わい再生を図

る。 
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（２）市民が豊かさを感じる生活関連産業の振興 
 
○新規・Ⅳ－2 生活関連産業支援育成事業              13,681 
市民生活を豊かにする多様な生活関連サービス産業の振興を図るため、生活関連

産業の調査・研究、新事業の創出推進に取り組む。 

 

○新規・Ⅳ－2 放置竹林等整備緊急対策事業             31,160 

放置竹林の整備を実施することにより、水源涵養や国土保全など森林の持つ公益

的機能の回復を図ると共に、市民の憩いの場となる里山の再生を図る。 

 

○新規・Ⅳ－2 有害野生鳥獣（サル）被害対策事業          5,974 

野生鳥獣（サル）による生活環境などの被害防止のため、各区役所、産業経済局、

総務市民局等が連携し、ワナによる捕獲対策や追払い隊による巡回や追払いによる

防除対策を実施する。 

 

○新規・Ⅳ－2 農村活性化支援事業                   54,000 

農業振興や就業機会の増大という視点から地域の創意工夫を生かした生産基盤

の整備及び地域産業の振興に必要な施設等を整備する。 

 

○Ⅳ－2 活き生き水産事業                    21,520 

漁業者が、市民生活を支えているというやりがいを持ち、「活き生き」と漁業を

行うため、水産資源の開発、漁業活性化等を図る。 

 

○Ⅳ－2 フィッシャリーナ整備事業               222,000 

若松区脇田地区にプレジャーボート等の係留施設を整備し、漁業活動とのトラブ

ル防止を図るとともに、隣接するフィッシャーマンズワーフや周辺の親水施設と連

携して、水産業と市民との交流ふれあいを促進し、漁村地域の活性化を図る。 

 

（３）まちににぎわいを生み出す集客産業の振興 
 

○Ⅳ－4 東アジアゲートウェイ国際観光プロモーション推進事業   44,030 

韓国、台湾、中国、香港などの東アジアからの観光客誘致を推進するため、旅行

会社やメディア等へのプロモーションを積極的に行うとともに、受け地としての環

境整備の充実を図る。 

 

○新規・Ⅳ－4 北九州空港観光ルート化促進事業           8,300 

旅行会社等へ関連旅行商品の造成を強力に働きかけることで、北九州空港を活用

した観光ルート化をさらに促進し、本市への一層の観光客誘致を図る。 
 

○新規・Ⅳ－4 九州新幹線を活用した観光客誘致推進事業       8,500 

平成２３年春の九州新幹線鹿児島ルートの全線開通を契機に、南九州エリアや関

西以西、また東アジアからの観光客の取り込みを図るため、沿線都市における積極

的なＰＲやプロモーションを行うとともに、東九州や中九州エリア等の主要都市と

の連携による広域観光ルートの確立を図る。 
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○Ⅳ－4 門司港レトロ観光列車推進事業              90,420 

観光客の回遊性の向上や滞在の長時間化を図るため、門司港レトロ地区と和布刈

地区との間の臨港鉄道を活用した観光列車を運行する。また、終着駅となる和布刈

公園周辺の賑わいを創出するため、観光客が楽しく快適に過ごせる施設整備やイベ

ントを実施する。 

 

○Ⅳ－4 旧ＪＲ九州本社ビル保存活用事業             31,566 
   歴史的建造物である旧 JR 九州本社ビルを、民間事業者の創意工夫やノウハウを

活かし、新たな魅力ある観光拠点として保存・活用する。平成２１年度は、募集要

項の策定などの事業者選定にかかる業務を行う。 

 

○Ⅳ－4 門司港レトロ・関門海峡ブランド化推進事業        43,580 

安定的で持続的な集客を図るため、下関市及び旅行代理店、交通事業者等との連

携によるＰＲ・プロモーションを展開するとともに、魅力ある集客イベントの実施

など関門海峡を中心とした「関門エリア」の全国ブランド化を推進する。 

 

○Ⅳ－2（仮称）カニ・カキロード設定事業            11,135 

本市のブランド水産物である「豊前海一粒かき」や「豊前本ガニ」の産地に通じ

る既存道路に案内板の設置を行う。また、「生産者」「流通・観光関係団体」を中心

に立ち上げた協議会を通じて、新たな販売形態等のタイアップ事業の支援を行う。 

 

○新規・Ⅳ－2 新連携推進事業                    2,800 

農林水産業者と商工業者との連携に係る新たなビジネスモデルの調査やビジネ

ス連携の支援を行うことにより、両者の事業活動を促進する。 

 

Ⅲ 多様なニーズに対応した人材育成と就業支援を推進する 

 

（１）将来を担う多様な人材の育成と確保 

 

○北九州産業技術保存継承センター管理運営事業          251,767 

青少年から技術者までを対象とした各種講座やイベントの開催、地域企業と連携

した企画展の開催、映像・図書の公開などの事業を通して、未来につながる新たな

イノベーションを生み出せる人材の育成に取り組む。 

 

○Ⅳ－3 重点産業人材育成促進事業                 8,529 

ものづくり産業を支える地元中小企業の人材確保と若年者の就業促進を図るた

め、若年求職者を対象に「モノづくり魅力発見就職対策講座」を開催する。 

 

（２）若者・女性・中高年齢者等の就業支援 

 

○Ⅳ－3 産業政策推進事業（ワーク・ライフ・バランス推進事業）   2,000 

女性の活躍する企業（ものづくり職場）のモデル事業化やその好事例の企業への

普及を図ることにより、働く場における女性の活躍を推進する。 
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○Ⅳ－3 若年者就業促進事業                    80,385 

「若者ワークプラザ北九州」を拠点とした就業相談、各種情報提供、職業紹介等

を実施するほか、若年者を対象とした求人開拓を実施する。また、高校や大学等の

新卒者を対象に就業意識の向上や就業機会の提供等の事業を実施し就職の促進を

図る。 

 

○Ⅳ－3 再就職トータルサポート事業               22,420  

中高年齢層を中心とした求職者等を対象に、カウンセリング・能力開発・就業支

援の三段階の支援を総合的に行うことにより、再就職の促進を図る。 

 

○Ⅳ－3 集まれ若者！キタキュー就職促進事業            8,425 

若年者の地元企業への就職と市内定住を促進するため、市内の学生、並びに市外

へ転出した大学生の地元企業に対する理解を深める取り組みを行う。 

 

○Ⅳ－3 高年齢者雇用環境づくり事業               123,133 

高年齢者就業支援センターを拠点として、高年齢者の働く場の創出や総合的な就

業支援等を行う。 

 

若戸航路船舶の更新                  

  

  ○新規若戸航路新船建造事業                    55,000 

旅客輸送の安全を確保するため、建造から２１年が経過し、老朽化が著しい若戸

航路船舶「第１７わかと丸」の更新を行う。  

 

中央卸売市場の活性化 

 

○市場施設大規模緊急改良事業                   280,947    

平成２０年３月に「北九州市中央卸売市場のあり方研究会」の報告を受け、市場

の施設・設備のあり方及び機能の高度化等について検討するために建築物の耐震診

断調査を行う。また、老朽化した施設・設備の安全・安心を確保するための施設整

備を行う。 

 

○北九州市こども料理王選手権事業                              2,000 

旬の食材を使って得意な料理を作ることで、料理する喜び、食事を作る人への感

謝、食卓を囲むことの大切さを学ぶとともに、生鮮食料品の消費の拡大を図るため、

市内から小学生を公募し、「北九州市こども料理王選手権」を開催する。 

 

○中央卸売市場流通振興事業                                   1,380 

産地や出荷団体が大型化し、市場間競争が激化する中、「集荷対策強化事業」を

実施するとともに、競争激化の時代に対応できる業界の人材育成を支援するために

「市場みらい塾」を実施する。 
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市民、企業、ＮＰＯ等との協働した事業展開 

 

○新規・Ⅳ－3 黒崎地区中心市街地賑わい再生事業（再掲）      17,673 

商店街内の空き店舗を活用した「集客・回遊の拠点」と「若い起業家の育成拠点」

の整備・運営に取組む商工会議所に助成し、黒崎地区中心市街地の賑わい再生を図

る。 

 

○Ⅳ－4 門司港レトロ観光列車推進事業（再掲）          90,420            

観光客の回遊性の向上や滞在の長時間化を図るため、門司港レトロ地区と和布刈

地区との間の臨港鉄道を活用した観光列車を運行する。また、終着駅となる和布刈

公園周辺の賑わいを創出するため、観光客が楽しく快適に過ごせる施設整備やイベ

ントを実施する。 

 
○Ⅳ－4 旧ＪＲ九州本社ビル保存活用事業（再掲）         31,566            

歴史的建造物である旧 JR 九州本社ビルを、民間事業者の創意工夫やノウハウを

活かし、新たな魅力ある観光拠点として保存・活用する。平成２１年度は、募集要

項の策定などの事業者選定にかかる業務を行う。 
 

○Ⅳ－2 フィッシャリーナ整備事業（再掲）           222,000 

若松区脇田地区にプレジャーボート等の係留施設を整備し、漁業活動とのトラブ

ル防止を図るとともに、隣接するフィッシャーマンズワーフや周辺の親水施設と連

携して、水産業と市民との交流ふれあいを促進し、漁村地域の活性化を図る。 

  

 

４ 事務事業の見直し等 

 
○団体補助金の見直し 

 組織体制の見直し、維持管理経費等の削減を図り、団体への補助金を見直す。 

 

○団体負担金の見直し 

 市制２５周年を記念して誕生した「わっしょい百万夏まつり」の実施主体である

わっしょい百万夏まつり振興会への運営にかかる負担金を見直す。 

 

 

      


